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東
京
都
建
設
局
が
、
青

梅
都
市
計
画
道
路
3
・

4
・
13
号
青
梅
東
端
線
の

青
梅
街
道
～
岩
蔵
街
道
間

約
１
・
１
㌔
と
同
３
・
４
・

８
号
二
本
木
青
梅
線
約

０
・
２
㌔
の
整
備
に
着
手

す
る
。
国
土
交
通
省
か
ら

2
月
28
日
付
け
で
事
業
認

可
を
得
た
。

　

同
３
・
４
・
13
号
線
は
、

青
梅
市
新
町
9
丁
目
か
ら

同
市
今
井
4
丁
目
に
至
る

延
長
約
３
・
４
㌔
の
都
市

計
画
道
路
。
こ
の
う
ち
、

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
か
ら

青
梅
市
新
町
6
丁
目
ま
で

の
延
長
１
０
７
５
㍍
の
区

間
で
事
業
に
着
手
。
幅
員

16
㍍
の
道
路
を
新
設
整
備

す
る
。

　

同
3
・
4
・
8
号
線
は
、

青
梅
市
今
井
5
丁
目
か
ら

同
市
新
町
5
丁
目
に
至
る

延
長
約
１
・
８
㌔
の
都
市

計
画
道
路
。
こ
の
う
ち
、

青
梅
市
新
町
6
丁
目
か
ら

同
市
今
井
5
丁
目
ま
で
の

延
長
２
３
５
㍍
の
区
間
で

事
業
に
着
手
。
現
在
の
幅

員
約
７
・
５
㍍
の
道
路
を

16
㍍
に
拡
幅
整
備
す
る
。

　

両
道
路
と
も
車
道
は
2

車
線
、
そ
の
両
側
に
歩
道

と
自
転
車
通
行
空
間
を
整

備
す
る
ほ
か
、
無
電
柱
化

や
街
路
樹
の
植
栽
を
行

う
。

　

両
道
路
の
整
備
に
よ
り

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
良

好
と
な
り
、
圏
央
道
青
梅

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る

な
ど
、
交
通
の
流
れ
の
円

滑
化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、

生
活
道
路
へ
流
入
し
て
い

る
通
過
交
通
が
抑
制
さ

れ
、
安
全
で
快
適
な
歩
行

者
空
間
が
確
保
さ
れ
る
と

　

東
京
西
徳
洲
会
病
院

（
昭
島
市
松
原
町
）
に
２

月
25
日
、
最
新
鋭
の
車
い

す
２
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　

寄
贈
し
た
の
は
徳
洲
会

の
取
引
業
者
で
組
織
す
る

東
京
徳
友
会
。
20
年
前
の

発
会
以
来
、
病
院
へ
の
支

援
を
目
的
に
、
役
立
つ
も

の
を
贈
り
続
け
て
い
る
。

　

贈
呈
式
に
は
東
京
徳
友

会
か
ら
樋
口
昭
久
会
長
、

東
京
徳
友
会

端
晶
弘
副
会
長
、
病
院
か

ら
堂
前
洋
院
長
、
皆
川
孝

雄
事
務
長
、
鳩
山
悦
子
看

護
部
長
ら
が
出
席
。
樋
口

会
長
か
ら
堂
前
院
長
に
目

録
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

車
い
す
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
製
で
軽
く
て
丈
夫
。
機

能
性
が
高
く
、
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
機
能
も
あ
る
。

　

樋
口
会
長
は
「
病
院
が

開
院
し
て
20
年
、
徳
友
会

も
同
じ
年
月
を
歩
ん
で
き

た
。『
生
命
だ
け
は
平
等

だ
』
の
理
念
を
実
践
し
、

地
域
医
療
機
関
と
連
携

し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
乗
り
越

え
、
地
元
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
に
な
っ
て
い

る
。
誇
り
に
思
う
病
院
を

支
え
た
い
と
寄
贈
を
続
け

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

堂
前
院
長
は「
20
年
間
、

徳
友
会
の
皆
さ
ん
に
は
常

に
支
え
、
見
守
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
」
と
感
謝
し
た
。

　

徳
友
会
で
は
同
じ
車
い

す
を
武
蔵
野
徳
洲
会
病
院

と
介
護
老
人
保
健
施
設 

い
ち
い
の
杜
に
そ
れ
ぞ
れ

２
台
ず
つ
寄
贈
し
て
い

る
。

い
う
。

　

事
業
期
間
は
２
０
３
３

年
度
ま
で
。
事
業
費
は

27
億
円
を
見
込
む
。

青梅市東端の都市計画道路を整備へ
ＩＣ周辺　交通の流れを円滑化

最新鋭の車いす寄贈
東京西徳洲会など 3施設に

贈呈式には堂前院長（右から 3 人目）、
樋口会長（同 4人目）らが出席した

　

山
里
料
理
の
黒
茶

屋
（
あ
き
る
野
市
小
中

野
、 

０
４
２
‐
５
９
６
‐

０
１
２
９
）
が
、弁
当
「
美

山
」
を
春
季
限
定
価
格
で

販
売
し
て
い
る
。

　

同
店
看
板
の
「
勾
玉
豆

富
（
ま
が
た
ま
と
う
ふ
）」

を
は
じ
め
、
彩
り
豊
か
な

ち
ら
し
ず
し
な
ど
春
の
料

理
を
詰
め
込
む
。

　

卒
園
や
入
園
な
ど
の
祝

い
事
、
歓
送
迎
会
な
ど
集

ま
り
で
利
用
し
た
い
。
価

格
は
３
０
０
０
円
（
通
常

３
７
８
０
円
）。
3
営
業

日
前
ま
で
の
要
予
約
。
期

間
は
4
月
6
日
ま
で
。

あ
き
る
野
・
山
里
料
理
「
黒
茶
屋
」

が
春
限
定
弁
当
「
美
山
」

　

羽
村
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
主
催
す
る
第
37

回
ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会
が

２
月
23
日
、
プ
リ
モ
ホ
ー

ル
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
会
員
ら

４
０
０
人
が
参
加
し
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
積
極

的
に
活
動
し
て
い
く
と
し

た
大
会
宣
言
を
採
択
し

た
。

　

式
典
で
小
宮
國
暉
会
長

は
「
誰
も
が
願
う
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の

実
現
に
向
け
、
健
康
づ
く

り
活
動
、訪
問
や
見
守
り
、

支
え
合
い
活
動
を
一
層
進

め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。
来
賓
で
橋
本
弘
山

羽
高
連
が
ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会

市
長
、
冨
松
崇
議
長
、
井

上
信
治
衆
院
議
員
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

福
生
警
察
署
員
に
よ
る

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
話

と
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に

よ
る
「
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
！
ダ
マ
さ
れ
な
い
で
」

の
漫
才
を
は
さ
み
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
と
三
田
り
ょ
う

さ
ん
（
テ
イ
チ
ク
）
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
地

元
の
の
ど
自
慢
が
十
八
番

を
披
露
。
鈴
木
敬
子
さ
ん

が
「
瞼
の
母
」、
江
端
武

司
さ
ん
が
「
イ
ヨ
マ
ン
テ

の
夜
」
を
熱
唱
し
た
。
三

田
さ
ん
は
新
曲
の
「
悠
久

の
故
郷
」「
多
摩
の
四
季
」、

「
風
の
旅
人
」
な
ど
の
歌

声
を
披
露
し
た
。

地域の担い手として積極的に活動

式典であいさつする小宮会長


